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「標茶町立中茶安別中学校の部活動に係る活動方針」

１ 活動方針策定の趣旨等

・本校は、学校教育目標等を踏まえ、「北海道の部活動の在り方に関する方針」に則り、

「中茶安別中学校の部活動に係る活動方針」（以下、「本方針」という）を策定する。

（１）部活動の位置付け

部活動は、生徒の自主的、自発的な参加により学校教育の一環として行われ、スポー

ツや文化及び科学等に親しませ、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等、学校教育

が目指す資質・能力の育成に資するものである。同好の生徒が顧問の指導のもと、自主

的に組織され、より高い水準の技能や記録に挑戦する中で、スポーツや芸術・文化の楽

しさや喜びを味わい、豊かな学校生活を経験するためのものである。また、部活動の様

子の観察等を通じて生徒の状況理解を高めることができる等教育的意義も高い活動であ

る。

（２）部活動の意義

部活動は、各学校の教育課程での活動や取組と結びついて、学校教育が目指す資質・

能力の育成を実現する役割の一端を担っているものと考える。部活動の意義は以下のよ

うに押さえる。

・スポーツや芸術・文化及び科学等に親しむことを通してその楽しさを味わい、生涯に

わたって豊かな生活を継続する資質や能力を育てる。

・体力の向上や健康の増進を図る。

・協調性、連帯感、責任感等の涵養を図る。

・自主性を育み、自己肯定感を高め、努力による達成感をもたらす。

・異年齢の交流の中で、生徒相互が励まし協力する中で生徒同士が好ましい人間関係を

構築することや、指導者と指導を通じて触れ合うことにより学級と異なる人間関係の

形成につなげる。

以上の意義を踏まえ、部活動の活動の様子を観察することを通して生徒の状況理解を

深めることができる。その意義をより効果的・合理的に取り組むためには、学校全体と

して教職員が部活動の意義を押さえた上で、部活動の指導・運営に係る体制を構築する

必要がある。

２ 適切な運営のための体制整備

（１）設置する部活動

本校は、今年度、次の部活動を設置する。

バドミントン部

（２）年間の活動計画、毎月の活動計画及び活動実績の作成・提出

・各部活動顧問は、年間の活動計画（活動日、休養日及び参加予定大会日程等）並びに

毎月の活動計画及び活動実績（活動日時・場所、休養日及び大会参加日等）を作成し、

校長に提出する。

・校長は、部活動顧問に対し、当該顧問が年間及び毎月の活動計画、活動全般及び大会

出場等に要する経費等に係る資料（部活動通信等）を配布する等して、「活動方針」

とあわせて、保護者・生徒の理解を得るよう指導するとともに、部活動顧問や生徒・
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保護者の負担が過度とならないよう指導する。

（３）指導・運営に係る体制の構築

・校長は、生徒や教師の数を踏まえ、指導内容の充実（部活動顧問の専門性等）、生徒

の安全の確保、教師の長時間勤務の解消等の観点から円滑に持続可能な部活動を実施

できるよう、適正な数の部を設置する。

・部活動顧問の決定に当たっては、校務全体が効率的・効果的に実施される必要がある

ことに鑑み、可能な限り、部活動ごとに複数の顧問を配置する等、学校全体としての

適切な指導、運営及び管理に係る体制が構築されるよう十分考慮する。

・各部活においては、生徒指導の視点に立った部活動運営に努め、部活動の活動状況や

生徒の状況等を交流する場（部活動委員会等）を定期的に設ける。

３ 合理的でかつ効率的・効果的な活動推進のための取組

・部活動の実施に当たっては、生徒の体調変化、気象条件や気温、湿度等の環境の変化

に十分に注意するとともに、生徒の心身の健康管理、事故防止及び体罰・ハラスメン

トの根絶を徹底する。

４ 適切な休養日等の設定

・部活動における休養日及び活動時間については、成長期にある生徒が、教育課程内の

活動、部活動、学校外の活動、その他の食事、休養及び睡眠等の生活時間のバランス

のとれた生活を送ることができるよう、以下を基準とする。

（１） 活動時間設定

ア）原則、１日の活動時間は平日２時間程度まで、学校休業日は３時間程度までとする。

イ）中体連等が主催する大会等の前日から起算して１ヶ月以内の期間の場合には、活動

時間の上限（特例の範囲内（次項目ウ）で活動することができる。この取扱をした場

合でも、生徒の体調等を観察し、バランスのとれた生活をとれるよう十分留意する。

なお、ここでいう参加大会については、中体連主催に限定しない。

ウ）【活動時間の上限（特例）】１日の活動時間は、平日では３時間程度、学校の休業

日は４時間程度とし、１週間の活動時間は長くても１６時間程度とする。

（２） 休養日設定

エ）原則、週２日以上（平日１日、土日１日以上）を設定した上で、１年を５２週とし

年間累計休業日を１０４日以上とする。

オ）学校閉庁日も休養日（９日）とし、合計１１３日を確保する。

カ）大会やコンクール等の前日から起算した１か月以内の期間の週末、または祝日やむ

を得ず活動を行う場合は、休養日を他の日に振り替える。

キ）長期休業中の休養日は、課業日の扱いに準ずるが、長期休業の趣旨を鑑み、部活動

以外の多様な活動もできるようある程度長期の休養期間を設けることが望ましい。

（３）非常変災等の対応

・上記（１）～（２）の扱いに関わらず、非常変災における対応については、学校防

災対応マニュアルを原則とする。

（４）参加する大会等

・生徒や部活動顧問の過度の負担とならないよう参加する大会やコンクール等を精査す

る。



- 3 -

（５）方針策定・運用に当たっての留意事項

「学校の部活動に係る活動方針」の策定に当たっては、国のガイドラインの基準を踏ま

えるとともに、「道立学校に係る部活動の方針」に則り、各部活動の休養日及び活動時

間等を設定するとともに、各部活動の活動内容を把握し、適宜、指導・是正を行う等、

その運用を徹底する。

５ 部活動の充実に向けて

（１）運営上指導上の留意事項

・「指導のガイドライン」や各種競技・種目団体の作成する指導の手引き等を基に効果

的・合理的な指導に努めるとともに、生徒に過大な肉体的負荷を課したり精神的負荷

を与えたりする等しての練習とならないよう配慮する。

・会計の取扱いについては、本校の私費会計の取扱いの規定に基づき徴収・執行する。

諸帳簿等についても校内の規定に基づいた保管・運用を行う。

（２）保護者・地域との連携

・部活動参観等の保護者に部活動を公開する場を設ける等して、保護者への部活動への

理解を深め、学校と家庭が連携しながら部活動指導に取り組めるよう環境づくりを進

める。

（３）障害のある生徒の部活動の充実

・部活動を通じて、障害のある生徒と障害のない生徒が交流する場を設けるよう努める。


